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6 2 歳 男 性 . 主訴は腹部膨満感ヰ腹 部 所 見で腐薮を認め,

飲 酒 歴 , 血 液検査,画像診断でアルニ3- ル性肝硬変が疑

わ れ た.定期検診で尿の異常を指摘されたことは願いが,

入院時より血尿と尿蛋白を認め,ⅠgA 高値で,Ⅰ琵A 腎

症の合併が考えられた.肝硬変に対 して,腹水濃縮還流,

アルプミソ製剤を健周.入院後,急速な腎機能の低下を

認軌 腎生検施行.蛍光抗体で,蝮A が糸球体に潮慢

帖 二沈着.王L,j＼腎症LL-.Liを断.肝副繊診断したPt)(lTwith

Lm 肝硬変の剖検例のうち,約50%から約90%に Ⅰ官A

を主体する腎糸球体の変化が報告されているさ本例は,

以前,尿所見に異常を認めず,肝硬変の改善と共に腎機

能が改善し 首鼠A 腎症の発症と肝硬変との閑適を伺わ

せるま例と考えられた.

1什1＼＼'(､nl(tr症朕肝に侶事目 上鮎亡冒浄根痛に村十

るシヤソト革衝が)経験

高木健離陸丹心J縞 を驚祭殿錘 東病院)

畠山 凝離･内藤 彰
帖部 惇･'T.煉 秀施 し吊 Fノ､胴,I

症例は33才男性,21才時にWemeT症候群の診断を

受けている.爵血を主訴に平成2年2月2RA院事入院

後,食道静脈癖出血あり申内視鏡的硬化療法にて一時軽

快するも4ケ月後に静脈癖の増悪,6ケ月後荷出血をみ

たため,遠位浄腎静脈吻合術を行い,哲aStriedisconnec-

tioylを餅施 した.術後 1年 2ケ月で,食道静脈癖の出

現はない,肝纏.織像では,炎症反応はほとんどなく,〟

部小薬改築傾向を伴う肝線維症の所見であり,21才時の

肝組織像と基泰的に変化がなかった.以上,内視鏡的硬

化療法に抵抗性の食道静脈感を合併 した Wermer症候

群と報告 したが,本症例では,門脈圧克進症一食遺静脈

癖の発生塵序を知る上で興味深 く,また,シャント手術

の有用性が確認された.

ll)多彩 な病理組織像を望 した比較 的小 さい肝 細

胸痛 し･7)1倒
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症例は74歳男性,C型慢性肝炎経過観察中に肝右葉後

コ-で轟エコ--結節を認め精査加療 目的で ユ9削 年 7月

1日当科入院となったB厩覚症状はな く,AFP,PrVKA

ITハ tl.粧し【認J)-ll㍉肝動脈造酢 L:寸 Ilyper-＼･こLSnllこ1t･I(､si川l

や,staimim哲は認めなかった▲エコ--下生検にて,級

胞構築を欠き著明な脂肪化を伴 う細胞集簾が得られ 脂

肪浸潤を伴 う高分化型肝細胞癌と考え手術を施行 した.

摘出標本では,2.0XL5cm 太の多結節癒合型の肝細

胞癌で予脂肪化の顕著な部位,溌明細胞の集渡や褒状構

造をとる部位が混在 Lた観梅像であった.小肝細胞癌で

ありながら組織多彩性を豊 したことは,多結節癒合型肝

細胞癌であり,結節問における発育増殖過程が艶なるも

のと考えた.

12)宙す勤性のあ る腹部腫感 をこ よ 者ブ 発 見 さ れ 簡 明

な胸腔内播種を搾 った肝 細 胞 癌 がM 剖 検 例
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(立川綜禽病院内科)
(義 町 病 院 内科)
(新潟大学第二病理)

症例 :78才男性.主訴 :左上腹部痛,腹 部腫感触知.

現病歴 :上記主訴に外来受診.腹部 CT にて肝 S呂に

低吸収域と左上 ･下腹部に低吸収域を伴った施療像を認

めた為,精査目的にて入院.検査成績 :GOT,AレP,

r弓ユTPの軽度上昇.A首p-13や530,PⅠVKA-W-8.0

㌦ HBs抗原 卜 ),HCV卜 上 画像検査 こUS,CT

にて肝 Sbに直径 32mm の腰痛を,左 ヒF腹部にも腫

癖像を認めた.肝硬変の合併はなかった.腹部血管造影

にて左上下腹部に Tumorsもaim を認めた.臨床経過 :

欄部血管造齢時に 八Ⅰ)tく二汁=11g.＼N(_I10tllh,香.:_･動江.

Lm 300m転 を経m授与 したかき 初発より3ケ月後に

DIC を併発 し死亡 した.剖検 :肝 S畠及び腹部腫癌と

も轟分化型の HCC と診断 された,腹腔内は粟粒大′-

手挙太の多数の播橡を搾っていた.


